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• 高等学校の教育内容

• 達成目標をどう設定したらよいのか？

• 高等学校における達成目標の評価

• 統計検定3級
• 今後の課題

高等学校での学習内容

学習指導要領より

データの分析の内容
(4) データの分析

統計の基本的な考えを理解するとともに，それを用
いてデータを整理・分析し傾向を把握できるよう
にする

ア データの散らばり
四分位偏差，分散及び標準偏差などの意味について理
解し，それらを用いてデータの傾向を把握し，説明す
ること。

イ データの相関
散布図や相関係数の意味を理解し，それらを用いて二
つのデータの相関を把握し説明すること。

平成21年3月9日改訂 高等学校学習指導要領より
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数学Ｂの統計的な内容

（１）確率分布と統計的な推測

ア 確率分布

（ア） 確率変数と確率分布

（イ） 二項分布

イ 正規分布

ウ 統計的な推測

（ア） 母集団と標本

（イ） 統計的な推測の考え

旧 学習指導要領の
数学Ａ の期待値
数学Ｃ の 確率分布，統計処理
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高等学校の達成目標を
どう設定するのか？

高等学校「数学I」の目標

• 学習指導要領の中に，次のような記述がある

– 基本的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象
を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認
識できるようにするとともに，それらを活用する態
度を育てる。

例として
データのバラツキや偏りなどデータ間の関係に

ついて，適宜コンピュータなどを用いてデータを
整理し，数学的に考察できるようにする

中学校の「資料の活用」という領域の目標を意識されている。

SRTL
Statistical 
Literacy

Statistical 
Thinking

Statistical 
Reasoning

基本的な用語や
その概念の理解

基本的な概念を
利用した理由の
説明ができること

統計的な調
査や実験を計
画し実施する
ことができる



達成目標の評価

高等学校の達成目標の評価

• 高等学校での学習状況の評価

– 筆記試験だけに頼らない評価の方法

– グループによる共同作業の評価，レポートの評価，
ポスターによる評価

• 大学入試

– センター試験

– 個別学力試験

統計教育の達成目標は
大学入試にはなじみにくい

センター試験での出題

• 数学Bには、4つの分野があり、その中の一つ
が「統計とコンピュータ」となっている

• 多くの生徒は、「数列」と「ベクトル」を選択す
るため、それほど受験者は多くはない

• センター試験では、平成18年から毎年出題さ
れている

• 内容的には、度数分布表とヒストグラム、中
央値、標準偏差と分散、相関係数など

これまでの内容
• H18

– 2つの小テストの5人の成
績データ

– 2つの変量の散布図と相
関表

• H19
– 数学と国語の20人の得点

• H20
– ある都市の月最高気温と
最低気温の関係

• H21
– 数学と英語の得点

• H22
– 右手と左手の握力

• H23
– 50点満点のゲーム

• H24
– 国語と英語の得点

Statistical Literacy が中心になっているのでは？
少なくともStatistical Reasoning を評価する問題の工夫が必要



四分位数や箱ひげ図

• この部分については，これまでのセンター試
験では取り上げられていない。

• 問題作成の挑戦が必要である。 統計検定

統計検定3級

高等学校段階までに求められる統計活用力
を評価し，認証するための検定試験です。



統計検定3級

内容的には，新学習指導要領の高等学校
数学Ｉ および数学Ａ程度

2011年実施問題より

問６
最小値，最大値と四分位数を合わせた5数要約だ

けではなく，平均値や標準偏差の情報も与えておい
て，適切な箱ひげ図を選択する問題

問13
度数分布表から，適切な箱ひげ図を選択する問題

問1５
複数の箱ひげ図で与えられたデータを解釈する問
題

2012年実施問題

問１４ [1]
基本的には，5数要約の情報から箱ひげ図を選択
する問題である。

問１６
度数分布表から，適切な箱ひげ図を選択する問題
ここでは，累積度数が提示されている

問１７

散布図行列の情報を用いて，握力の箱ひげ図を選
択する問題

今後の課題

• 四分位数や箱ひげ図に関する問題の蓄積

• 個別学力試験のような記述式問題の開発

• 試験以外の評価方法の開発


